
研究協力のお願い 
 

独立行政法人国立病院機構とくしま医療センター西病院（以下、当院と略す）では、医療安全管

理委員会が組織され、患者の皆様が安全な入院生活をお送りいただくための対策を検討していま

す。当院に入院された方々は、頻回に転倒が起こり、その結果として骨折や重篤な合併症をきた

すことも少なくありません。転倒は罹患された病気の特性に大きく関係するもので、同委員会では

様々な対策を講じるとともに、病棟スタッフも細心の注意を払ってきましたが、残念ながらその発生

を防止できないのが現状です。今後さらに効果的な対策を立てるためには、転倒要因を詳細に分

析する必要があることから、当院では下記の研究を計画しました。 

入院中の患者さんにおかれましては研究の趣旨をご理解いただき、本研究へのご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。この研究への参加を希望されない場合、また、研究に関するご質問

は下記問い合わせ先へご連絡ください。なお、このお知らせの後、臨床情報の研究使用にご同意

頂けない旨のご連絡がない場合、ご同意を頂いたものとして研究に使用させていただきます。 

 

１．研究課題 

パーキンソン病関連疾患患者における転倒要因パターンの分析 

２．研究の対象及び組み入れ期間 

 対象はパーキンソン病関連疾患の診断を受け、研究期間（2024年 5月 8日から 2025年 3月

31日）に、転倒が発生した当院入院中の患者さん 

３．研究目的・研究方法 

 患者さんの転倒の要因を把握することで、転倒防止対策を検討する上で有益な情報を得るこ

とが期待できます。これらのデータを用い、学術的な分析や、学会での発表へ使わせて頂くこと

により、神経難病患者における転倒防止対策の質向上に寄与することが期待できます。 患者

情報は匿名化したうえで、データの収集・分析に使用し、発表される内容に個人情報は含まれ

ません。個人情報を含むデータは研究代表者の責任のもと、鍵のかかるキャビネットで厳重に

保管し、研究終了後は漏洩を防止した方法で廃棄します。 

４．研究期間 

2024年 5月 8日から 2025年 3月 31日まで 

５．研究に用いるデータの種類 

 病名、罹患期間、認知機能検査結果、転倒を起こしやすい薬剤の情報、転倒発生時刻、転倒

時の状態（転倒時の体位、行動、身体機能、精神状態） 

６．お問い合わせ先 

 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。患者さんも

しくは患者さんの代理人の方で研究への参加にご了承頂けない場合は研究対象とは致しませ

ん。なお、その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
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